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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月26日(2017.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　但し、上述した様な従来構造の第１例の場合には、次の様な問題を生じる可能性がある
。即ち、前記軸受キャップ８を構成する底板部１２を軸方向に貫通したホルダ挿入孔１５
に、前記ホルダ本体部１８を挿入する構成を採用している為、このホルダ挿通孔１５を通
じて、前記軸受キャップ８の内部（底板部１２の軸方向外側）の空間に、泥水等の異物が
侵入する可能性がある。又、前記ホルダ挿入孔１５だけでなく、前記ボルト挿通孔１６に
就いても、前記底板部１２を軸方向に貫通している為、前記センサホルダ１４を前記軸受
キャップ８に支持固定する以前の状態で、前記両孔１５、１６を通じて、この軸受キャッ
プ８の内部の空間に異物が侵入する可能性がある。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　特に、本例の場合には、前記軸受キャップ３３を構成する底板部３９に設けられたホル
ダ支持部５０内に侵入した泥水等の異物を効果的に排出する事ができる。
　即ち、本例の場合には、前記ホルダ支持部５０の円周方向１箇所に不連続部５２が存在
し、この不連続部５２が、このホルダ支持部５０の下端部に配置されている。この為、こ
のホルダ支持部５０の軸方向内端面と前記センサホルダ４６を構成する取付フランジ部４
９の軸方向外側面との間部分を通じて、外部から前記ホルダ支持部５０内に泥水等の異物
が侵入した場合でも、この異物を重力の作用を利用して、前記不連続部５２を通じて外部
に効果的に排出する事ができる。又、本例の場合には、前記ホルダ支持部５０の下側面に
前記ナット保持部５１の上側面が対向していると共に、このナット保持部５１の上側面が
、前記不連続部５２と対向する部分を最も上方に位置させた円筒面となっている。この為
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、この不連続部５２を通じて排出された泥水等の異物が、前記ナット保持部５１の上側面
に落下した場合には、この異物は、重力の作用により、この上側面に沿って円周方向に移
動し易くなっており、別な言い方をすれば、落下した位置に留まりにくくなっている。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　　１、１ａ　　転がり軸受ユニット
　　２　　外輪
　　３　　ハブ
　　４　　転動体
　　５　　固定側フランジ
　　６　　回転側フランジ
　　７　　シールリング
　　８、８ａ　軸受キャップ
　　９、９ａ　キャップ本体
　１０、１０ａ　金属環
　１１、１１ａ　嵌合筒部
　１２、１２ａ　底板部
　１３、１３ａ　　エンコーダ
　１４、１４ａ　センサホルダ
　１５、１５ａ　ホルダ挿入孔
　１６　　ボルト挿通孔
　１７、１７ａ　ナット
　１８、１８ａ　ホルダ本体部
　１９、１９ａ　　取付フランジ部
　２０　　ボルト
　２１　　ホルダ支持部
　２２　　隙間
　２３ａ、２３ｂ　外輪軌道
　２４　　ハブ本体
　２５　　内輪
　２６　　かしめ部
　２７ａ、２７ｂ　内輪軌道
　２８　　支持環
　２９　　エンコーダ本体
　３０　　支持円筒部
　３１　　支持円輪部
　３２　　被検出面
　３３、３３ａ　軸受キャップ
　３４　　キャップ本体
　３５　　金属環
　３６　　Ｏリング
　３７　　ナット
　３８　　嵌合筒部
　３９　　底板部
　４０　　小径筒部
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　４１　　大径筒部
　４２　　段差面
　４３　　円筒部
　４４　　外向フランジ部
　４５　　センサユニット
　４６　　センサホルダ
　４７　　センサ
　４８　　ホルダ本体部
　４９　　取付フランジ部
　５０、５０ａ　　ホルダ支持部
　５１、５１ａ、５１ｘ、５１ｙ　　ナット保持部
　５２　　不連続部
　５３　　雌ねじ部
　５４　　係合凹溝
　５５　　通孔
　５６　　ボルト
　５７　　環状凹部
　５８　　平坦面
　５９　　凸部
　６０　　センサ挿入孔
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